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バオヴィン集落の族形成
井　上　充　幸
Clan formation in Bao Vinh
INOUE Mitsuyuki
　本報告は、フエ郊外のバオヴィンにおいて撮影・収集した家譜史料や文書、および
地元の古老たちからの聞き取りの内容を紹介しつつ、それらに基づき、15世紀から現
在に至るまでのバオヴィンの歴史を、村の内部からの視点により素描したものである。
15世紀から18世紀にかけ、范族・呉族・黎族の「開耕三族」が順次移住し、バオヴィ
ンの基礎を築いた。そして19世紀に、新来の氏族が阮族・阮文族を中核とする「十二
尊族」として結束し、先住の「開耕三族」に対抗しつつ、村内における地位を向上さ
せていったのである。
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1 ．前言
　バオヴィン（褒栄・Bao Vinh）は、フエ都城の北東に隣接する貿易・商業地区である。ここには、そ
の成立当初から居住する「開耕三族」と、後に他処から移住してきた「十二尊族」という、 2つのグル
ープが存在する。成立から現在に至るまでのバオヴィンの歴史的過程は、この両者の辿ってきた歴史で
もある。本報告は、これまでに収集した家譜史料や文書の写し、そして古老たちからの聞き取りをもと
に、村の内側からの視点に立って、その素描を試みるものである。
2 ．開耕三族について
1 ) 范 (Pha.m) 族
　范族は最初にバオヴィンに移住した一族である。2009年 9 月 2 日夜に、西村昌也・篠原啓方・岡本弘
道が訪問し（井上は不参加）、家譜 1点と、バオヴィン社地図（2000分の 1、1962年製）1点の所在を確
認、ご許可を頂いた上で撮影を行った。
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a）『范族家譜』の成り立ちについて
　茶色の表紙に続き、巻首 1葉、「前後功徳」 1葉、「族譜告成啓」 1葉が置かれる。通しのページ番号
はその次から打たれ、祭文などに続く第 6 葉から「褒栄社范氏族譜」本文が記される。裏表紙は無く、
全67葉で構成される（線装本、寸法はデータなし）。全て漢文による表記で、無地の紙に手書きされ、第
1世代から第15世代までを記す。
　「前後功徳」の記載によれば、最初の族譜編纂は、紹治四年（甲辰・1844）に行われ、いずれも第12世
代の范有荘・范克賢・范克和・范文坎（？‒1861、効勇衛一隊隊長）らによって、第 1世代から第11世代
までが記された。続く嗣徳五年（1852）には、范克賢が第12世代を、嗣徳三四年（1881）には、やはり
第12世代の范文乾が第13世代・14世代を、それぞれ加筆した。
　現存のものは、己丑年（1949）春三月、第14世代の族長であった范興景（1880‒？）および第15世代の
克咸（1902‒？）・克鳥（1905‒？）・克伍らによる 4回目の編纂を経て、当時の里長であった第14世代の
范春生（1897‒？、植民地兵として従軍の後、九品隊長に昇進）により、第15世代までが書き加えられて
成立した。
b）范族とバオヴィンの歴史について
　范族の始祖には二人の人物が位置づけられる。
　一人は、前開耕范貴公広運尊神。生没年は不明で、命日は七月一四日。もう一人は、本土開耕范公遂
郁躾 郁頞郁侯尊神。同じく生没年は不明で、正月一一日生、一二月八日死去。
　この両者は兄弟で、兄の范貴公は、嘉隆二年（1803）にバオヴィン上社（Bao Vinh Thượng、すなわち
現在のバオヴィンを指す）に改葬され、弟の范公遂はバオヴィン下村（Bao Vinh Hạ、フエの南東、禄山
Lộc Sơnにある村）に葬られたという。これはバオヴィン下村の開墾とも深く関連する情報であり、こ
れについては後に述べる。
　家譜巻頭の第 5葉には、「黎朝の古字」で記された、景治三年（1665）七月一四日の年紀を持つ文書か
らの写しが収録されている。ここには、范族のルーツと、バオヴィンの成り立ちが記されており、貴重
な情報を提供してくれている。
　それによると、范族は黎朝期に「南定省義興府懿安県褒栄社」に住んでいたという。洪徳元年（1470）、
范族の始祖が聖宗（在位1460‒1497）に従って占城に遠征し、広南に侵入、同四年（1473）には巴州に侵
攻して異民族（蛮夷）を駆逐した。
　元和六年（1538）には、太祖（おそらく広南阮氏の初代を指すが、年代が合わない）に従って富春に
移住し、ここにバオヴィン社が設立されたという。つまり、バオヴィンという社のネーミングは、范族
の本貫の地に由来することになる。
　ここに引用されている当時の「建耕地簿」によれば、バオヴィン社は徴田70畝 5 高 6 尺と土（公土か）
30畝の土地を有した。光興七年（1584）、范氏の第 5 世代の時には、バオヴィン社の所有地と引き換え
に、世頼上社の新沫苗処に、耕田19畝と土15畝を獲得した。弘定一二年（1612）には、さらに海葛社・
玉湖社の土地30畝を入手している。つまり、黎朝期の16世紀中頃から17世紀中頃にかけて、バオヴィン
社の土地面積は、合計130畝近くに達していたことになる。
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　この数値は、地簿によって裏付けることができる。上田新也収集の『褒栄社地簿』（Q14892）によれ
ば、本社公田公土各項該は71畝 9 高 9 尺 5 寸、うち公田は71畝 5 高 6 尺（実徴による）とあり、「建耕地
簿」の数値とほぼ一致する。また、『褒栄社地簿』には、公田（ 1 等12畝・ 2 等25畝・ 3 等34畝 5 高 6
尺）および公土（寺院・建物・道路）の内訳と四至について、詳しく記録されている。この文書には嘉
隆一三年（1814）七月二四日、および明命一一年（1831）九月一五日の年記があり、この数値がその当
時のものであることが分かるが、文中に出てくる褒栄社社長の范克穆・范克仲については、家譜で確認
することが出来なかった。あるいは、別の文字で表記されているのかもしれない。
　そして第10世代まで、バオヴィン上社とバオヴィン下村に葬られる人物が、ほぼ同数ずつ現れる。バ
オヴィン上社の一族についての記録は、第 7世代（18世紀末頃）から、親子関係や婚姻関係に関するデ
ータが次第に明確化してゆく一方、バオヴィン下村の一族についての記述は、人名が羅列されてはいる
ものの、親子関係など、総じて不明確な部分が多い。第11世代以降は、すべてバオヴィン上社の范族の
記述のみとなっており、この家譜が編纂された時点で、バオヴィン上社の范族は、バオヴィン下村の范
族とは別個の集団に分かれたことが明確になる。
　武官の肩書を持つ人物の初出は、第 5世代の范公参（原参朝将臣）・范公旦（原指揮使）であるが、第
10世代に至り、范文填（黎朝都督北城鎮所大臣、謚有毅）・范克補（首合功臣）・范克智（副隊、神策軍
全勇衛副隊、嘉隆二年、北城留戍）・范克歓（副隊、兵部堅武衛隊長権充副隊）の 4名が列挙される。お
そらく彼らは、嘉隆帝による阮朝政権樹立に当たって、軍事面で活躍した人々であり、彼らの功績によ
って、バオヴィン社における范族の基盤が築かれたものと思われる。また、范克允（神策軍順武衛隊
長）・范克文（原輔皇子府管侯隊首合、璋才伯）・范克穏（兵部堅武術該隊、穏和公）・范克沼（前軍堅武
図 1．『范族家譜』
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衛、留戍北城）以下、第11世代以降も武官の比率は高く、親衛隊・各地の守備隊・水軍の隊長などを務
める者が続く。
　一方で、第11世代以降は、范克飭（肇豊府道丞）とその息子である范有政（1805‒？、戸部清吏司書
吏）・范有真（1819‒？、兵部清吏司書吏）・范有荘（1806‒？、尊人府承辦司書吏）や、最初に家譜を編
集した第12世代の范克賢をはじめ、文官の職に就く者、あるいは恩蔭などによりその肩書を有する者も
出始める。
　范克賢（1814‒？）は知郷の職にあった人物で、阮朝の明命一九年（1838）、「開公廟宇」を上安邑の苗
亭の左側に建立した。これが現在、バオヴィンの亭の隣にある開耕廟であると考えられる。
　そして、嗣徳三三年（1880）、第12世代の族長で富平公府端翔和三隊隊長（武官）の范文乾（1817‒1889、
字は才、諡は端厚）が、本社の中安邑の土地を購入して最初の祠堂を建てたが、この祠堂は、成泰九年
（1897）、土地が不正に売却されたため失われた。そして保大年間（1926‒1945）になり、始祖の墓の隣に
祠堂を再建、これが現在の范族祠堂である。
　婚姻関係を見ると、第12世代の范克恕（1795‒？）の二女、范氏未（味）が、開耕三族の呉廷銀（呉派
第二枝の第 2世代、3男、旧守簿）に嫁ぎ、同じく第12世代の范克賢（1814‒？）の長女、范氏辦が、や
はり開耕三族の呉廷清（呉派第二枝の第 2世代、 4男、原水師伍長）に嫁いでいる。なお、第12世代の
范有真（1819‒？、兵部清吏司書吏）が本社人黎氏捷を、同じく第12世代の范克和（1854‒？）が本社人
黎氏練を、それぞれ娶っているが、この黎氏が開耕三族の黎族に連なる女性であるかどうかについては、
現存する黎族の家譜（『褒栄社黎第三枝家譜』）からは確認できなかった。また、第14世代の范克録（植
民地兵として従軍の後、九品隊長に昇進）がディアリン（地霊、Ðịa Linh）社の黎福族から黎氏道を娶
り、同じく第14世代の范興景（1880‒？、族長）が、やはりディアリンの黎族（いずれかは不明）から黎
氏添を娶るなど、地元や近隣に居住する有力家系との縁組を行っていた様子が分かる。
2 ) 呉廷 (Ngô Ðình) 族
　呉廷族は、范氏に次ぐ開耕三族の一員である。2009年 9 月 1 日午前に、井上および岡本弘道・松井真
紀子・董科が訪問調査を行い、現在の族長であるNgô Ðình Kỳさん（50歳）への聞き取りと祠堂の調査
を行った。また、家譜 2点、土地契約文書等の文献資料の所在を確認し、ご許可いただいたうえで撮影
を行った。
a）家譜について
①『褒栄社呉派家譜』
　朱色の表紙には、「呉派目録 第二枝」と題される。標題紙には「褒栄社呉派家譜 呉派第二枝嗣孫廷清
恭録」とある。以下、全て漢文表記により、無地の紙に手書きで記される。頁番号は打たれておらず、
全34葉（線装本、寸法はデータなし）。巻頭には紹治四年（1844）の年紀を持つ序文が置かれる。
　序文などによれば、現存するこの家譜を記したのは、第 3世代の呉廷清である。顕考呉廷清は呉廷元
（呉廷槾の長男）の 4男で、原水師伍長の肩書を有する人物であった。彼は、先ほど紹介した通り、范克
賢（范族第12世代）の娘を娶っていることから、19世紀中頃の嗣徳期に生きた人であることが分かる。
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この家譜には、曾祖考呉廷䖺（生没年不明）から第 5世代までが記される。
　一族の中には、呉廷槾の弟である呉廷董（旧管新営侍内隊、欽差属内内該隊、董徳公、彼は別の枝族
の始祖となった模様）をはじめ、従軍して正九品隊長を授けられた者がいるほか、呉廷清の長男、第 4
世代の呉廷龍（里長）などもおり、文武官を輩出している。
②『家譜呉廷族第三派』
　漢文・ヴェトナム文併記、罫線入りの紙に手書きで記されたもののコピー。全180ページで線装本の体
裁を持つ（左綴じ、寸法はデータなし）。序文はヴェトナム文で綴られており、こちらの家譜には、第 1
世代から第 9世代までが記される。
　第 1世代にあたる頭派には、先祖考呉福運という名が記される。バオヴィン上社の呉廷族の祠堂（2000
年に再建）には「呉福祠」と名付けられているが、それは、この呉福運の世代まで、「福」字を輩行とし
て使っていたためである。祠堂の中央右祭壇の奥に、一族全体の位牌を兼ねる、位牌のカラーイラスト
による家系図があるが、ここには第 2世代の 3男（すなわち呉廷族直系の始祖）の名が「呉福達」と記
され、これが呉福祠の由来であるということであった。呉福達とは呉福運の誤記である可能性もあるが、
どういう関係にあるかは今のところよくわからない。
　そして第 2世代以降、すなわちバオヴィン上社において呉廷族が第二枝として成立してからは、「廷」
字が輩行となる。よって、もともとは、この呉廷族は、時期は不明ながら、呉福族から分かれ出たもの
と考えられる。また、その後も、「福」字あるいは「玉」字を持つものが時折記されるが、この点につい
ては、後ほどバオヴィン下村についての箇所で触れたい。
　そして、こちらの家譜に出てくる第 2世代の呉廷玫（Ngô Ðình Mân、正しくは玟とすべきであろう）
図 2．①『褒栄社呉派家譜』
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こそが、①の漢文家譜に出てくる呉廷槾（Ngô Ðình Mạn）に他ならない。そして、呉廷元の 4男の呉廷
聲（Ngô Ðình Thanh）が呉廷清（Ngô Ðình Thanh）に当たることも間違いない。つまり②の家譜は、①
の家譜に記された第二枝曾祖考が分岐する一世代前から始まっており、呉廷族が呉福族にルーツを持つ
ことが、これによって明らかとなるのである。なお、②には、族人の命日が記されるのみで、詳しい経
歴や、それぞれの関係などについては不明である。
b）聞き取り
　Ngô Ðình Kỳさんの話によれば、バオヴィン上社の呉廷族の所有していた家譜・文書等は、大部分が
ヴェトナム戦争に伴う戦災で焼失してしまったという。そのため、虫食いのために老朽化した祠堂を、
2000年に再建した際に、バオヴィン下村に居住する別系統の親戚にあたる呉族から、彼らが保管する文
書・家譜のコピーを入手し、失われていた位牌も、先方の物を参考にして再作成したという。
　Ngô Ðình Kỳさんによれば、第 2世代の 4兄弟（いつごろかは不明）のうち、 3男がバオヴィン上社
の呉廷族の直接の始祖、すなわち第二枝と表現されるラインにあたるという。①の漢文家譜によれば、
その人物は、第 2世代 3男の呉廷銀であると考えられる。そして、バオヴィン下村の方の呉族は、第 2
世代の 4男で「将軍」（詳細は不明）と呼ばれる人物がバオヴィン下村に移住し、そこで別の祠堂を建て
たということであった。おそらくこのラインが第三派ということになろう。同じく①の漢文家譜によれ
ば、その人物は、第 2世代 4男の呉廷清であると考えられる。この人物は武官であり、水師伍長を務め
ている。
　バオヴィン下村の同族が具体的にどういう人々なのか、残念ながら詳しいことはご存じなかったが、
おそらく②の家譜は、バオヴィン下村の第三派のものであり、その原本は、バオヴィン下村の呉族の祠
図 3．②『家譜呉廷族第三派』
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堂に保管されていると考えられる。 
　なお、呉廷族の祠堂に保管されている文書のうち、維新七年（1913）一〇月初八日の年記をもつ勅封
状（コピー、バオヴィン下村の同族が保管していたもの）、保大七年（1932）一〇月一二日の土地契約文
書、祖先の戒名を列記した書付（告文）の 3点を確認し、撮影させていただいた。
c）祭壇の位牌と香炉についての聞き取り
　呉廷族の祠堂と、Ngô Ðình Kyさんの自宅の、それぞれの祭壇に祀られた位牌と香炉についての聞き
取りも行い、あわせて見取り図を作成した。
　まず祠堂の方では、中央祭壇の前に置かれた位牌が、呉氏全体の始祖のもの（呉大郎）である。これ
は、バオヴィン下村の祠堂にある、同文の古い位牌をもとに新規作成したものである。同じく中央祭壇
の後ろに置かれた位牌は、誰のものかは不明であったが、おそらく呉大郎の奥さんのものであろう、と
のことであった。夫婦の位牌を前後に配置するのは珍しいそうだが、これは昔からそのように置かれて
いたという。
　右側祭壇の位牌は「将軍」、すなわち第 2世代 4 男の呉廷清のもので、奥さんの戒名も併記されてい
た。右奥と右横の香炉は、祭祀対象が不明であったが、おそらく呉廷清の子供たちのためのものであろ
う。一方、左側祭壇には位牌が置かれていなかったが、これはかつての状態がよくわからなかったため、
復元できなかったそうである。また、左奥と左横の香炉も、祭祀対象は不明である。
　次にNgô Ðình Kỳさんの自宅の祭壇であるが、中央祭壇の奥に、位牌のカラーイラストによる家系図
があり、一族全体の位牌を兼ねている（先述）。また、遺影も置かれており、右の祭壇にあった 2点のう
ち、向かって左はNgô Ðình Kỳさんの父、右はNgô Ðình Kỳさんの奥さんの母親（姑）のものである。
Ngô Ðình Kỳさんのお姑さんは、一人っ子だったため、ここに合祀しているとのことであった。左の祭
図 4．呉福祠
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壇に置かれた 1点は、Ngô Ðình Kỳさんのお祖母さんのものである。
d）バオヴィン下村調査：
　そこで、2010年 3 月26日、井上と西村昌也は、バオヴィン下（褒栄下：Bao Vinh Hạ）村（県社）に赴
き、開耕氏族である呉玉（Ngô Ngọc）族の祠堂を調査し、同じく開耕氏族である呉徳（Ngô Ðức）族に
ついてもお話を伺った。そこでは主にNgô Ngọc Gìápさん（78歳、族長、第16世代）に聞き取りを行い、
家譜・勅封状・文書等が多数あることが確認されたため、その主なものにつき撮影を行った。
　Ngô Ngọc Gìápさんによれば、バオヴィン上社の呉廷族との直接的な関係は無い、とのことだったが、
数年前に文書のコピーを取りにやってきたことは記憶しておられ、おそらく縁続きなのだろう、とおっ
しゃっていた。現在も、バオヴィン下村とバオヴィン上社との交流は、例えば葬式などの機会を通じて
細々ながらも続いているという。呉廷族とバオヴィン下村の関係は、残念ながらこれ以上詳しくはわか
らなかった。
　ここで確認できたことは、バオヴィン下村に最初に移住してきたのは、バオヴィン上社と同じく范族
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図 5．呉玉族祠堂での文書調査
図 6．范族開耕神墓
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であり、下村の開耕神范公遂（Phạm Công Toạì）が、やはり彼らの始祖である、という点であった。Ngô 
Ngọc Gìaṕさんのお宅にあった村の規約集（ヴェトナム文表記）によれば、バオヴィン下村も、やはり
1470年に、黎朝の聖宗が遠征した時に起源を持ち、16世紀にバオヴィン社という正式な行政単位になっ
た、ということであった。おそらくこの情報は、先に挙げた『范族家譜』の記述に基づくものであると
考えられる。
　現在、バオヴィン下村の范族は消滅したとのことであったが、2005年に再建された「范氏開耕神墓」
が存在している。この墓があることから、バオヴィン下村の人々は、最初に自分たちの住むバオヴィン
下村が開かれ、その後に移り住んだ一族が、バオヴィン上社を開いたと語る。この間の事情は、土地所
有の問題なども絡んでいるようで、詳しいいきさつについてはよくわからない点が多い。しかしながら、
『范族家譜』に、19世紀初頭まで、バオヴィン下村に葬られた人物の記事が多く出てくることから、バオ
ヴィン上社とバオヴィン下村の相互の関係について考える上で、後期黎朝時代から西山時代を経て阮朝
に至るまでの時期は、おそらくキーポイントになるのではないか、と考えられる。
　ちなみに、范族に続いて 2番目にバオヴィン下村へ移住したとされる呉徳族・呉玉族の人々は、范族
からバオヴィン下村を譲り受けた、と語る。彼らと范族との関係にも、かなり微妙な問題が孕まれてい
るようなのだが、具体的にはよくわからない点が多い。なお、呉徳族と呉玉族とは、やはりいずれもバ
オヴィン下村の開耕氏族であり、もともと同族であったようだが、いつ頃分岐したのかは定かではない
という。なお、バオヴィン下村へは、 1）Phạm、 2）Ngô Ngọc、 3）Ngô Ðứcの順でやってきたとのこ
とで、続いてHuỳnh、Tái、Ðặng、Nguyễnなどの氏族が入ってきたという。
　Ngô Ngọc Gìaṕさんのお宅では、所蔵する勅封状18点を撮影させていただいた。以下、その年次と寸
法を列挙する。番号は撮影順である。
1．啓定二年（1917）・50×130cm
2 ．維新七年（1913）・51×125cm
3 ．紹治二年（1842）・51×133cm（写し）
4．維新五年（1911）・50×127cm
5 ．啓定九年（1924）・49×123cm
6 ．嗣徳三年（1850）・49×130cm（写し）
7．明命七年（1826）・50×130cm
8 ．同慶二年（1887）・49×130cm
9 ．啓定二年（1917）・50×129cm
10．啓定二年（1917）・50×125cm
11．維新三年（1909）・50×129cm
12．維新七年（1913）・50×125cm
13．嗣徳三年（1850）・50×130cm（写し）
14．啓定九年（1924）・49×122cm
15．紹治二年（1842）・50×130cm
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16．紹治二年（1842）・50×131cm（写し）
17．明命七年（1826）・50×130cm（写し）
18．紹治二年（1842）・50×126cm（写し）
　また、呉徳族祠堂にも数多くの文献史料が保管されており、こちらも主だったもの30点につき撮影を
行った。以下、番号は同じく撮影順である。
1．年次不明、告文、祖先の戒名を列記、冊子 4葉、25×15cm
2 ．嘉隆一六年（1817）九月初六日付、呉玉印・鄧氏匡夫妻宛の土地文書、単紙、40×34cm
3 ．嘉隆一四年（1815）一〇月三〇日付、呉玉殷・黎氏法宛の土地文書、単紙、29×29cm
4 ．明命一五年（1834）七月一七日付、阮氏鵲・阮曰造母子宛の土地文書、単紙、32×30cm
5 ．明命一五年（1835）一一月一二日付、京象参衛参隊隊長呉徳参宛の勅封状、単紙、53×41cm
6 ．明命二二年（1841）正月一三日付、呉徳参宛、象の死亡に伴う処罰に関する文書、単紙、45×
33cm
7 ．嗣徳二年（1849）一一月初一〇日付、里長呉玉佳宛、象部隊中の病死者に関する文書、単紙、
41×34cm
8 ．嗣徳一二年（1859）二月初六日付、呉徳辞宛の勅封状、単紙、55×40cm
9 ．紹治元年（1841）八月初七日付、呉徳参の休養願いに関する文書、単紙、53×39cm
10．嘉隆元年（1802）一一月一四日付、呉徳参宛の勅封状、単紙、48×48cm
11．嘉隆一八年（1819）四月二五日付、呉徳龍・范氏於夫妻宛の土地文書、単紙、34×32cm
12．紹治元年（1841）二月に八日付、呉徳参宛、避諱に関する文書、単紙、37×33cm
13．嗣徳二二年（1870）二月二五日付、呉徳辞の履歴に関する文書、単紙、32×38cm
14．年次不明、三月一八日付、呉徳西宛の文書、単紙、50×35cm
15．嗣徳一二年（1860）二月二〇日付、呉徳辞宛の文書、単紙、39×33cm
16．明命元年（1820）六月一六日付、呉徳参宛の勅封状、単紙、45×39cm
17．明命二一年（1840）九月二三日、呉徳参宛の文書、単紙、40×33cm
18．嗣徳二年（1849）四月初八日付、呉徳参の長子呉徳良の恩蔭に関する文書、単紙、35×33cm
19．年次不明、三月二八日付、呉徳［参］宛の勅封状、単紙、53×40cm
20．嗣徳一八年（1867）一一月初　日付、褒栄下村の公田に関する文書、単紙、40×34cm
21．嗣徳一九年（1868）一二月二八日付、呉徳良・里長呉玉兼宛の公田に関する文書、単紙、36×
32cm
22．年次不明、呉徳［辞］宛の勅封状、単紙、31×38cm
23．年次不明、呉徳辞宛の勅封状、単紙、25×36cm
24．年次不明、告文、単紙、28×26cm
25．年次不明、告文、単紙、30×24cm
26．年次不明、各種儀式（興作儀・粛謁儀・正祭儀）の式次第、冊子 6葉、14×21cm
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27．明命一二年（1831）二月初一〇日、［呉徳参］宛の勅封状、単紙、40×40cm
28．明命二一年（1840）九月初七日、呉徳参宛の勅封状、単紙、72×47cm
29．1954年、甲午年正月十八日承抄目籙、呉徳族祖先名単、ヴェトナム語による発音を併記、冊子
12葉、14×25cm
30．年次不明ノート、ヴェトナム文表記、冊子、21×16cm
3 ) 黎 (Lê) 族 
　残る開耕三族の黎族への調査は、2009年 9 月 4 日午後に行った。訪問したメンバーは井上および岡本
弘道・松井真紀子・稲垣智恵・董科・伊藤瞳であった。現在の族長である Lȇ Phânさん（51歳）、及び家
譜を保管している Lȇ Phânさんの叔父さん（バオヴィンの北西70kmほどのĐông Hàに在住）への聞き
取りと祠堂の調査を行い、家譜 1点の所在を確認し、撮影をさせていただいた。
　Lȇ Phânさんの世代は第12世代に当たるという。バオヴィンへの移住時期は不明だが、それ以前、始
祖はタインホア（Thanh Hóa）省に住んでおり、一族の墓もそちらにあるという。祠堂の香炉について
の聞き取りの際に伺ったところでは、中央の祭壇がタインホアの始祖とその息子、向かって右の祭壇が
Lȇ Phânさんの家系の開祖（第 3世代、2男）、向かって左の祭壇がThuân An（バオヴィンの10km東）に
在住の別の一族（第 3 世代、長男の子孫）のものであるという。おそらく Thanh Hóaの本家が第一枝、
Thuân Anの一族が第二枝、そして Lȇ Phânさんの家系が第三枝ということになるであろう。
a）『褒榮社黎第三枝家譜』について
　無題の橙色表紙を持ち、漢字にて表記される。標題紙には「褒栄社黎第三枝家譜」と題され、次葉に
は第10世代の当主、黎有恩の序文と目録があり、彼が癸巳年（1953）季春に編纂したことが記される。
次に凡例解 7条、支派のメンバーと外戚の命日、 2葉空けて黎族三派の始祖（本尊上高曾祖考）につい
ての文章が続く。この人物については全く不明で、Thanh Hóa省との関わりなどについても不詳である。
次に「第二世紀」と記された扉に続いて、位牌で表現された折り込みの家系図が挿入され、これには第
2世代から第10世代までの人名が、紙の裏表に列挙され、それぞれの血縁関係が朱線で結ばれている。
ここまでが計10葉。
　その後ろから、家譜の本文が始まり、標題紙には「黎枝家譜」と題され、第 2世代の黎公儀以下、第
11世代までが記される。第11世代については、全てヴェトナム語表記となっている。このパートは全部
で63葉（線装本、寸法はデータなし）。
　この家譜で使用される用紙は、朱色で罫線が印刷されたものであるが、これは地霊社の黎文族の家譜
に使用されている用紙と同じである。また、巻頭の凡例の内容や、家系図などの体例も類似しており、
両者の編纂時期も近接している。別の氏族とはいえ、近接する地域に住む同姓の両族の間には、何らか
の関係があるのかもしれない。
　生没年の判明する人々のうち、最も早いのは第 5世代の黎公道である。彼は丁卯年（1747）一一月晦
日の生まれで嘉隆一八年己卯（1819）二月二七日に、73歳で没した。次いで、第 6世代の黎公唯がおり、
彼は黎公道の 4男で、壬寅年（1782）五月二五日の生まれ、没年は不詳である。この人物は領兵官の肩
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書を持ち、妻の陳氏宜と、嘉隆五年丙寅（1806）一二月初六日に結婚したことが記録されている。ここ
から考えて、黎族のバオヴィン移住は、やはり後期黎朝末期から阮朝初期の時代である可能性が高い。
　彼らより後の世代には、第 7世代の黎公度（原開父銜官員子）・黎有笶（原職領兵官）・黎有喜（原経
歴官）が、文武の官職に就いていることが記されているのみで、他の人々については、その経歴がほと
んど記されていない。ただ、第10世代の黎有恩と黎有思の兄弟については、やや複雑な内容が記されて
おり、長男の黎有恩の正室が武氏（父は原九品武体、褒栄の人）、継室が阮氏（父は木匠の阮餒、広治省
の人）であること、 2男の黎有思は正室の阮氏と継氏の張氏を娶ったが、いずれの女性も問題を起こし
たため、継承関係に面倒ないきさつがあったこと、などが記されている。
b）祭壇の位牌と香炉についての聞き取り
　黎族の祠堂では、祭壇に祀られた位牌と香炉についての聞き取りも行い、あわせて見取り図を作成し
た。
　中央祭壇に置かれた手前側の香炉は、移住前の最後の祖先（始祖）を祀り、奥の香炉は、バオヴィン
に移住した最初の人物（開祖）を祀る。手前の香炉は、開祖が父である始祖を祀るために故郷から持っ
てきた、大変古いものであるという。位牌は開祖のもので、箱入り・蓋付である。
　右側祭壇では開祖の子供を祀る。開祖には複数名（正確な人数は不明）の子供があったが、そのうち
残ったのは兄弟 2人であり、彼らが各々の家系の祖となった。手前の香炉とスクリーンは、その兄弟の
うち弟を祀る。この人物が、バオヴィンの黎族の祖先である。位牌は 3つあり、いずれも箱入り・蓋付
である。誰のものかは不明だが、開祖の孫に当たる世代の人々のもので、右は夫婦のものであるという。
この位牌の前に置かれた香炉は、孫の世代の全員を祀るものである。
　左側祭壇の奥の位牌と香炉は、開祖の息子の生き残った兄を祀るものであり、彼がThuân An在住の同
族の祖先である。手前の香炉とスクリーンは、誰のものか不明とのことであった。
図 7．『褒栄社黎第三枝家譜』
周縁の文化交渉学シリーズ 7　フエ地域の歴史と文化
98
c）バオヴィンの亭における祭祀
　2009年 9 月 4 日午前、バオヴィンの亭において祭礼が行われ、井上および岡本弘道・松井真紀子・稲
垣智恵・董科・伊藤瞳が調査を行った。この祭礼は、かつては開耕三族だけが主宰し、村の正式な構成
メンバー以外は排除されていたということであったが、現在は村のメンバーであれば誰でも参加できる
という。
　バオヴィンの亭は、地区の南東角、フエ都城とバオヴィンを結ぶ橋（かつての渡し場）の北詰という、
村の入り口に位置している。その創建年次は不明であるが、開耕三族によって建てられたと考えられ、
中央左側祭壇には右から順に、褒栄社黎貴公神位・褒栄社范貴公神位・褒栄社呉貴公神位が置かれ、そ
図 8．黎祠堂
バオヴィン集落の族形成（井上）
99
のさらに左手に高太祖阮族十二尊族神位（乙亥年十一月廿日造）が置かれる。前 3者は開耕三族のもの、
4つ目は十二尊族のものであるが、これについてはまた後に触れる。
　現在の建物は、1972年に改築されたもので、ここに保管されていた資料の大部分は、遺跡保存センタ
ーに移されたとのことである。なお、バオヴィン亭の祭壇に保管されていた勅封状 2点を撮影させてい
ただいた。いずれも啓定九年七月二五日付のものである。また、祭礼の際に読み上げる祭文も撮影した
が、やはり開耕三族と十二尊族の両方を祀る内容であり、漢字・ヴェトナム語が併記されていた。さら
に12月 7 日の祭礼の写真も拝見した。この日は朝から猛烈な大雨に見舞われたこともあったためか、参
加者はごく少数で、 8 :45頃から始まった儀式は、 3名の長老（十二尊族のメンバーも参加）が、豚肉・
お米・お酒・お茶などを祭壇に供え、焼香して礼拝しただけで、10：00前にごくあっさりと終了した。
范族、黎族など、開耕三族のメンバーも、幾人か顔を出していたが、いずれも儀式の終了を見届けずに
帰宅してしまっていた。聞くところでは、財政難などの諸事情により、この日の祭礼は規模を縮小して
いるとのことで、12月 7 日（旧暦、開耕神の命日）には、大きな祭礼が行われるそうである。
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図10．勅封状を取り出す
図 9．バオヴィン亭における祭祀
4 ) 小結
　以上、バオヴィンの開耕三族の歴史を考える上で、
1）1470年、范族が黎朝の聖宗の占城遠征に従って広南に移住した時期
2）1538年、バオヴィンが社として正式な行政単位になった時期
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3 ）そこから阮朝初期に至る、バオヴィン上社とバオヴィン下村の両方が開墾され、双方が密接に
結びついていた時期
　以上 3つの時期がポイントとなる、といえよう。とりわけ最初の移住者である范族と、おそらく 2番
目にやってきた呉族（呉廷・呉福・呉徳・呉玉の各族が、もともとどのような関係にあったかは不明な
がら）、彼らの果たした役割は大きいと思われる。今後は、さらに史料の掘り起こしを進め、研究を深化
させていかなければならない課題である。また、次に述べる十二尊族との関連について、開耕三族の側
からの話を聞く必要があるのだが、これについても今後の課題である。
3 ．十二尊族について
1 ) 阮 (Nguyen) 族 
　2010年 3 月27日午後・同28日午前・同29日午前の 3日間にわたって、井上および岡本弘道が訪問調査
を行った。Nguyễn Hàさん（70歳、族長）から様々なお話を聞き取る事ができたが、家譜は現在行方不
明とのことで、残念ながら拝見させていただくことはできなかった。
　Nguyễn Hàさんは、阮族の第 5世代で、現在は孫の第 7世代までがおり、ヴェトナムや欧米各国で暮
らしているという。この阮族は、十二尊族の最古の家系であり、最初にバオヴィン社に移住してきた一
族である。彼らのルーツは、おそらく Thanh Hóa省であろうとのことで、移住時期については不明であ
る。そして阮族の代々の族長は、現在に至るまで、十二尊族全体の族長としての地位にあり、Nguyễn Hà
さんもやはり、冬至の日に十二尊族祠堂で行われる祭祀を主宰する立場にあった（これについては後述）。
　Nguyễn Hàさんによれば、解放前、バオヴィンの街には大きな港があり、フエの街より栄えていたと
いう。阮氏はかつて、現在の居宅（築80年）とその周辺の土地、およびメインストリート沿いの 3軒の
住宅を所有するなど、裕福な一族であった。バオヴィンの墓地には、阮族の墓が約130基あり、フエ南郊
図11．Nguyen Hàさん宅での聞き取り風景
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の山中にも数か所の墓地を所有している。
　一族には高学歴の知識人が多数おり、Nguyễn Hàさんの父はバオヴィンの村長であったが、1946年、
バオヴィンに侵入したヴェトミンに殺害された。子供の頃、Nguyễn Hàさんは、兄（Nguyễn Thìén Đza
さん）と共にホーチミンに移住し、そこで文科大学を卒業した。兄は小説雑誌の主筆を務める傍ら、時
の大統領ゴー・ディン・ジェムの弟（顧問）の側近としても活躍した人物で、1963年頃にヴェトコンに
逮捕され、刑務所で処刑された。Nguyễn Hàさんも、ホーチミンの『正論新聞』などのジャーナリスト
として活躍後、1975年にバオヴィンに戻った。解放後は、自らの過去を隠し、共産党に反抗する発言を
控えるなど、苦労が多かったそうである。
　父の死後、Nguyễn Hàさん兄弟がホーチミンに行っている間に族長の地位を継いだのは、父の兄の息
子、Nguyễn Cônさんであった。彼は 5～ 6年前に死去したが、漢字の読み書きができ、十二尊族の祭祀
を厳格に執り行っていた（彼については後述）。
2 ) 阮文 (Nguyen Văn) 族
　阮文族のお宅と祠堂には、井上および岡本弘道・馮赫陽・伊藤瞳が2009年 9 月 3 日午後に第 1回目の
訪問を行い、Nguyễn Văn Tứさん（76歳）・Nguyễn Văn Đăngさん（82歳）・Nguyễn Bíćhさん（98歳）に
お話をうかがった。この時には 5点の家譜の存在を確認し、撮影させていただいた。第 2回目は2010年
3 月29日午後で、井上および岡本弘道が訪問し、Nguyễn Văn Tứさん・Nguyễn Văn Đăngさんから再び
聞き取りを行った。この時には十二尊族についての話題を中心に質問を行った。現在、族長はNguyễn 
Văn TứさんからNguyễn Trong Anhさんに交替している。
a）家譜について
①『褒栄社阮族尊譜世系恭録』
　漢文表記の家譜。表紙は無く、朱色で印刷された罫線入りの紙に、手書きで記される。全19葉（線装
図12．①『褒栄社阮族尊譜世系恭録』
バオヴィン集落の族形成（井上）
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本、寸法はデータなし）。標題紙に「褒栄社阮族尊譜世系恭録」と題され、1948年に第 5 世代の阮文勤
（1882‒？）・阮文桐（1891‒？）・阮文伸（1906‒？）らによって編纂されたことが記される。この葉の裏
には、祖先の経歴に関する文章を載せる。その次の葉には、成泰一三年（1902）の年記を持つ表紙があ
り、おそらくこの年が最初の編纂年であると考えられる。ここには、第 4世代の阮文禾以下 8名の編纂
者名が列挙される。続いて命日の表（第 1世代から第 5世代まで）、凡例解（全15条）、「阮族墳墓」の標
題紙を伴う墳墓のリスト（第 1 世代から第 4 世代まで）、以上で構成されている。この冊は、おそらく
『阮族尊譜』全体の第 1冊目（首巻）に相当する部分と思われる。
②『阮族尊譜』
　漢文表記、①と同じ朱色で印刷された罫線入りの紙に、手書きで記される。黄色の表紙が付され、全
142葉（線装本、寸法はデータなし）、1948年の編纂。標題紙に「第二巻」とあり、第 5世代から第 6世
代までが記録される。
③『阮族尊譜』
　漢文表記、①・②と同じ朱色で印刷された罫線入りの紙に、手書きで記される。②と同じ黄色の表紙
が付され、その内側に茶色の表紙が更に付される。全35葉（線装本、寸法はデータなし）、1948年の編
纂。標題紙に「第三巻」とあり、第 7世代から第 9世代までが記録される（第 9世代については未記入）。
　なお、第 1世代から第 4世代までを記したものも存在するはずだが、調査時点では見当たらず、この
1冊（おそらく「第一巻」と題されていた）は失われた模様である。
　以上、阮文族の家譜である『阮族尊譜』は、①・②・③、及び失われた 1冊を含め、全 4冊で構成さ
図13．②『阮族尊譜』
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れていたと考えられる。
④『阮氏家譜』
　ヴェトナム文表記、罫線入りの紙にタイプ打ちで記述されている。戊午年（1978） 3 月に編纂され、
全50葉（線装本、寸法はデータなし）。第 1世代から第 7世代までが記述され、内容は①・②・③および
⑤（あるいは失われた第一巻）の漢文家譜から翻訳したものと思われる。
⑤『褒栄社阮族尊譜世系恭録』
　漢文表記、表紙は無く、無地の紙に手書きで記される。1948年に編纂されたもの。全36葉で（寸法の
データなし）、後半はおそらく切れて無くなっている。内容・構成は①・②とほぼ同じであるが、ただし
こちらには、第 1世代から第 7世代までの家系図と、墳墓の位置を示す墓地の地図が付されている。ま
た、本文には第 1世代から第 6世代までが記されており、①・②・③に欠けている部分の記述を補って
くれている。使用されている紙は、20世紀初頭のヴェトナムの政治史に関する史書（漢文表記・鈔本）
や、清版の『乾隆御製詩集』などの裏紙であり、おそらく①・②の下書き、あるいは副本と思われる。
図14．④『阮氏家譜』
バオヴィン集落の族形成（井上）
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b）阮文族の歴史について
　①「褒栄社阮族尊譜世系恭録」の記述によれば、阮文族のルーツは「清化省河中府宋山社」にあり、
その当時は「阮福」と名乗っていた。黎朝の正治年間（1558‒1571）に武官であった阮福某貴公が、広南
阮氏（阮主）の南征に従って広治省に到来し、次いで富春に移った。このいきさつは、阮文族が後期黎
朝時代に Thanh Hóa省からバオヴィンに移住した、という聞き取りとも一致する。西山時代の始まった
1778年には、本祖公が「阮文」と改めているが、これは阮福暎の諱を憚っての措置であろう。本祖公は
引退後に褒栄に居住してここを開墾し、阮文族の繁栄の礎を築いたという。この本祖公は、⑤によれば、
おそらく上高高祖公阮文熱（始祖、第 1世代）を指していると思われ、この人物がバオヴィンの本土開
耕神となる。
　聞き取りでは、祖先の一人に、武官で二品、都城の軍隊を管理していた人物が存在するとうかがった。
これはおそらく第 2世代、阮文亥（燕山公）を指すと思われる。⑤の家譜中の、保大七年（1933）に書
かれた伝記によれば、阮文亥は「経総船軍之職」にあり、嗣徳年間（1848‒1883）に水軍を率いて活躍
し、108歳まで生きたという人物である。そして、第 3世代の阮文潤（1852‒？、原在武生領隊管船戸之
職）・阮文竇（1854‒？、成泰年間（1889‒1907）の武官）・阮文維（1857‒？、里長）以下、第 5世代の代
に至るまで、文武官を多数輩出した。また、1945年以降も、高学歴の人物が多数現れる。
　そして阮文族は、第 3世代の時代に 3つの支派に分岐することとなったが、聞き取りでは、第一枝（阮
文潤の子孫）がバオヴィンの阮文族、第二枝（阮文竇の子孫）はフエ市内に在住、第三枝（阮文維の子
孫）については不詳、とのことであった。Nguyễn Bíćhさんのお話では、第二枝にも、保大年間に活躍
したNguyễn Văn Lượngという「将軍」がおり、皇帝に次ぐ地位にまで出世した人物であったという。⑤
の家譜によれば、その人物は第 4世代の阮文量（Nguyễn Văn Lượng、1882‒1933）である。阮文量には、
全 4葉にわたって記された詳細な伝が載せられているが、それによれば、文武両道に秀でていた彼は、
図15．⑤『褒栄社阮族尊譜世系恭録』
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成泰一四年（1903）に武官として起家し、以後順調に出世を重ね、保大元年（1926）に承天府領兵とな
り、同八年（1933）に剛勇将軍（秩正三品）の肩書を得ている。第二枝の現在の当主は、Nguyễn Văn 
Tuâń（79歳）さんで、第 6世代に当たる人物である。
　Nguyễn Văn Tứさんは、移住してきた始祖から数えて 6代目とのことであったが、家譜には、Nguyễn 
Văn Đăngさんと共に、第 5世代の所に記されており、少し話と食い違っていた。
　祠堂は明命帝の時代（1820‒1840）に建立されたのが最初で、最近では1997年から1998年にかけて修復
を行った。祠堂での祭祀は、主に陰暦 3月11日（始祖の命日）と旧正月に行う。その際には、奥さんの
一族も含め、全部で100名以上が集う。儀礼の音楽は小楽を行い、弦楽器・小さな打楽器を使用する。太
鼓・ドラを使うこともある。
c）祭壇の位牌と香炉についての聞き取り
　阮文族の祠堂では、祭壇に祀られた位牌と香炉についての聞き取りも行い、あわせて見取り図を作成
した。
　祠堂中央には、観音像の載る壇（観音壇）があるが、もともとは無かったもので、1998年、祠堂のリ
ニューアルに際して設置された。「金玉満堂」の文字が入った香炉が 1つ置かれている。
　中央祭壇の手前には香炉（筒型香炉には全て「萬壽無疆」の字あり）が置かれ、始祖一人を祀るもの
である。手前の小さな円い香炉で香木を焚く。螺鈿のスクリーンの役割は、本来置くべき遺影の替わり
に置いたものという。中央祭壇の奥には、朱塗り金文字の位牌があり、始祖よりも以前の先祖全員（男
女とも）を祀るためのものである。
　右祭壇には 8個の香炉が置かれ、上段は第 2世代、中段と下段は第 3世代を祀るためのものである。
奥最上段左から、奥さん・始祖の息子・奥さん、中段同じく孫①・孫②・孫③、手前下段同じく孫娘①・
孫娘②、以上をそれぞれ祀る。
図16．阮族堂への入口の門
バオヴィン集落の族形成（井上）
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　左祭壇には、奥に 3つ、手前に 3つの香炉が置かれ、奥のものは祭祀対象不明である。手前の 3つは
左から、Nguyễn Văn Tứさんの父の兄（おじさん）・同じくお祖父さん・お祖母さんの順に並ぶ。
　左横の机上には 4つの香炉が並び、 4つともお祖父さんの子供たちを祀るためのもの。右横の机上に
は香炉が 1つ置かれ、下位に属する他族の人々を祀るためのものである。
　香炉のサイズの違いについては、大きさで男女を区別（大が男・小が女）していたという。今ではあ
まり区別はなく、綺麗なものを選ぶようにしているとのことである。
　中央祭壇の上方には龕があり、男性の守り神である関帝が祀られる。あとの 2人は張飛と趙雲（単刀
会）であろうか。
　左別室の祭壇の壇上には、香炉が 1 つ（金玉満堂の字あり）置かれ、観音壇のものと同一であった。
祭祀対象ははっきりわからず、他族をまとめて祀るためのものかもしれない。
　こちらにも上方に龕があり、女性の守り神である聖人（チュアバー？）を祀るものであるというが、
詳細は不明である。
3 ) 武族 Voˀ
　2010年 3 月27日午後に、井上および岡本弘道が訪問調査に伺った。Vỏ Hôńgさん（53歳）に聞き取り
を行い、家譜 1点の所在を確認、撮影させていただいた。Vỏ Hôńgさんのお宅は、バオヴィンの西隣に
隣接するテーライ（世頼、Thái Lai）の東南の端にある。
a）『武族家譜』
　漢文・ヴェトナム文が併記され、柿色の表紙を付された方眼紙のノートに、横書きで記載される。成
立年次は不明。序文などは無く、標題紙に続いて第 1世代から第 6世代までを記録する。生没年につい
ては、ほとんど記されていない。文字が記されたページは全16葉で、後ろに未記入のページが続く（線
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装本、寸法のデータなし）。
b）聞き取り
　武族は100年ほど前、第 3世代の時に、現在のQuảng Điên県からバオヴィンに移住したという。家譜
の巻頭には「原広田県河即総博望社河図邑」と記されており、Quảng Điênに出自を持つ、という聞き取
りを裏付ける。Vỏ Hôńgさん自身は第 7世代にあたり、現在の族長はVỏ Văn Xuȃnさんである。
　武族は二つの支派に分岐しており、Vỏ Hôńgさんの一族は第一枝であり、祠堂は持っていない。第二
枝はQuảng Điên県のQuàng Phước社Hā Đo村に居住している。法事の際（第一枝は旧暦 3 月 5 日、第
二枝は旧暦11月 3 日）には、相互に行き来がある。
　移住当初、一族は貧しく、漢方薬販売に従事していた。Vỏ Hôńgさんの曽々祖母の代に、 1）の阮族
と婚姻関係を結ぶ。家譜には武文芳（職業は医者、後に里長）の正室の阮氏招が「褒栄社阮家之女」と
あり、おそらくこの人物を指すと考えられる。かつて武族はバオヴィンの十二尊族祠堂の裏の土地に住
んでいたが、1955年にテーライに転居して今に至る。
4 ) 陳 (Tran) 族 
　2009年 9 月 3 日午後に、井上および岡本弘道・馮赫陽・伊藤瞳が訪問調査に伺い、Trȃǹ Thăńgさん（64
歳、族長）に聞き取りを行った。家譜は存在するものの、現在はホーチミンの一族が所有しているとの
ことで、残念ながら現物を拝見することはできなかった。
　移住時期・ルーツ・世代数などについて、Trȃǹ Thăńgさんはあまりよくご存じなかったため、いずれ
も不明とせざるを得ない。祠堂は家の南隣にあり、現在は修築中であった。
　陳族はいくつかの支族に分岐しており、ここは第三枝にあたるとのことであった。祭祀は陰暦 3月20
日の始祖の命日に行い、その際の参加者は100人ほどであるという。
図17.『武族家譜』
バオヴィン集落の族形成（井上）
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　陳族の祠堂では、祭壇に祀られた位牌と香炉についての聞き取りも行い、あわせて見取り図を作成し
た。
　中央祭壇の位牌は、始祖をはじめ全員を祀るためのもので、香炉（手前）も位牌に同じ。香炉（奥）
は、中央が始祖の、左右がその兄弟のものであり、一族中の順位は最も高い。
　右祭壇には位牌は無く、手前の香炉は 2番目の順位の家系（第二枝）人々を祀る。奥の香炉は、Trȃǹ 
Thăńgさんのお祖父さんの姉妹を祀る。
　左祭壇は、 3番目の順位の家系（第三枝）の人々を祭祀対象とする。バオヴィンの陳族は、ここの直
系である。位牌が置かれているが、この祭祀対象はNgụy（魏）氏である。この人物については、14）魏
族のところで述べる。香炉は 4つ並んでおり、前から順に、バオヴィンの陳族の始祖から、その下の世
代へと続く。
5 ) 陳 (Tran) 族 
　現在はNha Trangに移住し、バオヴィンには一族が残っていない。詳細は不明。
6 ) 鄧 (Đặng) 族 
　2009年 9 月 8 日午前に岡本弘道が、2010年 3 月30日午後に、井上および岡本弘道が訪問し、Đặng Hiển
さん（76歳、族長）から聞き取り調査を行った。家譜 2点と、家系や十二尊族祠堂に関する文書などが
あり、撮影させていただいた。
a）家譜について
①『奉修目録』
　漢文表記、無地の紙に手書きで記される。全14葉（線装本、寸法はデータなし）。成立年次は不明で、
第 1 世代から第 4 世代までを記す。ヴェトナム語の翻訳版（②）を作製後、行方不明となっていたが、
最近発見されたという。
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②『鄧族家譜』
　ヴェトナム文で表記された印刷本、2009年刊（寸法はデータなし）。黄色の表紙を持ち、本文は全78ペ
ージで、全て片面印刷され、 1ページに一人分の情報を記す。内容は①を翻訳したもので、やはり第 1
世代から第 4世代までを記す。
③『鄧族家系図』
　ヴェトナム文で表記された印刷物で、2009年度版（単紙、寸法はデータなし）。始祖から第 8世代まで
の樹形図。
図18.『鄧族家系図』
b）文書について
①「阮族拾弐尊族祠堂配置図」
　漢字とヴェトナム文で表記された、十二尊族祠堂の配置図。単紙に手書きされる（寸法はデータなし）。
書写年次は不明。
②「阮族拾弐尊族祠堂告文」
　漢文およびヴェトナム文で記された告文。十二尊族祠堂で祀られる十二尊族構成家系の人々の名前が
バオヴィン集落の族形成（井上）
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列挙される。第 1世代から第 5世代までは漢文表記、第 6世代の箇所のみヴェトナム文表記の表形式に
なっており、第 7世代で再び漢文表記に戻って終わる。同内容のものが 2点あり、うち 1点は手書きの
もので、こちらが原本であろう。もう 1点はおそらく前者をコピーしたものと思われるが、巻頭にヴェ
トナム文表記の標題紙（CÚNG LỄ ÐÔNG CHÍと題される）が付され、第 6世代のヴェトナム文表記の
表も、ワープロによって打ち直されている。いずれも数枚の紙を継いだ長巻を、冊子のサイズに折りた
たんだもの（寸法はデータなし）。書写年次は不明。
③「阮族拾弐尊族祠堂土地売買文書」
　漢文表記の成泰八年（1896）一一月一三日付の文書で、鄧友・武蘭・阮艶・武壮・潘筆・阮達ら、十
図20.『阮族拾弐尊族祠堂土地売買文書』
図19.『阮族拾弐尊族祠堂告文』
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二尊族の構成メンバー宛のもの（単紙、寸法はデータなし）。十二尊族祠堂の建設用地取得に関わる文書
であり、重要な史料である。また、成泰二年（1890）一〇月二一日付の土地契約文書も存在する。
　上述の①・②・③は、いずれも十二尊族祠堂に関連するものである。Đặng Hiểnさんと弟のĐặng Huỳnh 
Tâmさんは、十二尊族祠堂と定例の祭祀における、事実上の管理・運営者にあたるため、こうした文書
を所有している（後述）。
7 ) 黎 (Lê) 族 
　2009年 9 月 8 日午後に、岡本弘道が訪問調査し、Lê Dânさん（60歳、族長）に話をうかがった。家譜
1点と土地契約文書 5点の存在を確認し、撮影させていただいた。
a）『黎族家譜』
　漢文・ヴェトナム文併記、無地の紙に手書きで記される。1964年に編纂され、全 8葉（線装本、寸法
はデータなし）。第 1世代から第 5世代までを記す。生卒年が判明するのは第 3世代以下の人々で、事績
についてはほとんど記されていないが、第 3世代の黎文侶は、従軍してヨーロッパ戦線で戦死し、フラ
ンスに葬られている。
b）土地契約文書
1 ．成泰一七年（1906）五月二七日付、単紙、両面に記載、寸法はデータなし。
2．啓定九年（1925）五月二八日付、単紙、両面に記載、寸法はデータなし。
3．保大四年（1929）一一月二七日付、単紙、両面に記載、寸法はデータなし。
4．保大五年（1930）七月初六日付、単紙、両面に記載、寸法はデータなし。
5．保大一一年（1937）九月二六日付、単紙、両面に記載、寸法はデータなし。
図21.『黎族家譜』
バオヴィン集落の族形成（井上）
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8 ) 阮 (Nguyen) 族 
　ご家族が不在で訪問できず。族長のNguyễn Xưngさん死去ののち、後継ぎの男子がおらず、十二尊族
のメンバーからは近い将来外れるとのことであった。
9 ) 阮 (Nguyen) 族 
　2009年 9 月 4 日午後、井上および岡本弘道・稲垣智恵・董科が最初の訪問を行い、2010年 3 月26日午
前に、井上および岡本弘道が再度訪問した。Nguyễn Mưngさん（87歳、族長）に聞き取りを行った。漢
文家譜の存在を確認したものの、現在はハノイの親戚が保管中であり、祠堂の改築が実現するまで戻っ
てこないとのことで、残念ながら実見することはできなかった。一方、Nguyễn Mưngさんのご自宅には、
1960年頃作成のヴェトナム文で記された家譜と、墓地の地図があり、地図の方のみ撮影させていただい
た。
　Nguyễn Mưngさんは第 7世代である。阮族は、第 5世代の時に 4つの支派に分岐し、第一枝はハノイ、
第二枝はフエ市内、第三・第四枝はバオヴィンに在住、Nguyễn Mưngさんは第三枝に属する。バオヴィ
ンへの移住時期と、移住前の居住地については不明であるという。
　ご自宅の祭壇に供えられた香炉と遺影につき説明していただく。中央祭壇の奥にある遺影は、Nguyễn 
Mưngさんのお母さんのもの、左は Nguyễn Mưngさんの娘さんのもの。右祭壇には、昨年亡くなった
Nguyễn Mưngさんの奥さんが祀られ、遺影も彼女のものとのことであった。
　続いて祠堂にも案内していただいた。現在の地に祠堂ができたのは100年ほど前で、その間ずっと同じ
場所にあり、幾度か建て替えたという。今の建物は1985年に建て替えたもので、老朽化が激しく建て替
えを計画中だが、資金繰りがうまくいかず、着工は延び延びになっているそうである。ただし、祠堂内
奥には、1998年の年号が書かれており、最後に手が入ったのはこの時かもしれない。
　中央祭壇に置かれているもののうち、前の香炉は始祖を祀るもので、奥の 3つの香炉は、中央が始祖
の息子、左右がその兄弟たちを祀るためのものである。その下の香炉は、始祖の息子の娘が対象である。
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　右祭壇は、前の香炉が、ハノイの一族の現当主であるNguyễn Tuânさん（48歳、第 8世代）の曽祖父
のもので、祭壇後ろ側のものは、中央奥の香炉と写真が、Nguyễn Tuânさんの曽祖父の子（長男）のも
ので、Nguyễn Tuânさんとはまた別の家系に属する。その右の香炉と写真は、Nguyễn Tuânさんの曽祖父
の奥さん、左の香炉と写真は、Nguyễn Tuânさんの曽祖父の妹、中段中央の写真と香炉は、曽祖父の長
男の息子、すなわちNguyễn Tuânさんの父のもので、彼が1945年にハノイに移住した。その右の香炉と
写真はその奥さん、左は彼らの息子のものである。
　左祭壇は、前の香炉が他の世代の人々をまとめて祭祀するためのもの、奥の 7つある香炉のうち、台
座を持つ 4つは同一ランクの男性、残り 3つは女性のものである。左隅の写真は、Nguyễn Mưngさんの
祖父の妹のものである。
10) 阮 (Nguyen) 族
　2010年 3 月28日午後、Lê Dânさん宅にてNguyễn Hoànhさん（76歳、族長）に聞き取り調査を行った。
聞き取りは井上および岡本弘道が行った。家譜は火災のために焼失し、現在、祖父の代からの新たな家
譜（ヴェトナム文表記）を作成中であった。
　阮族は、最初 Thanh HóaからフエのKim Longの文廟（Văn Thanh）があるあたりに移住し、第 2世代
までそこに暮らしていたという。そこは山がちで土地が狭く、農業に不利だったため、再度移住してバ
オヴィンにやってきたという。彼らはかつて、阮文祠堂の西北に住んでいたが、1968年に戦争に伴う危
険を避けるためテーライに移住した。引っ越し後、彼らの旧居の跡地には、南ヴェトナム政府により、
香茶県の役場が置かれた。
図22.墓地の地図
バオヴィン集落の族形成（井上）
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11) 潘 (Phan) 族 
　現在、バオヴィンにはいない。詳細不明。
12) 杜 (Đo) 族 
　現在、バオヴィンにはいない。詳細不明。
13) 丁 (Đinh) 族 
　現在、バオヴィンにはいない。詳細不明。
14) 魏 (Ngụy) 族
　現在、バオヴィンにはいない。詳細不明。
　先にも述べたように、 4 ）陳氏祠堂の左祭壇に置かれた香炉は、Ngụy（魏）氏を祀るものであった。
彼は中国人もしくは華人系の人物で、ヴェトナム人ではなかったという。Ngụy氏は、ヴェトナムに来た
後、陳族と何らかの関係（婚姻関係などがあったかどうかも不詳）を持ち、彼らのため尽力した。その
ため陳族は、恩人であるNgụy氏をここで祀ることにした。どんな恩義があるかは、あまり明らかには
できないが、寄付をしたり、お祭りを手伝ったりしてくれたそうである。
　この人物と魏族には、あるいは何らかの関係があるのかもしれないが、今回の調査では明らかにでき
なかった。
4 ．開耕三族と十二尊族との関係について
1 ）十二尊族祠堂の成立について
　前節において、全部で14の氏族名を挙げたが、これがなぜ「十二」尊族と呼ばれるのか、ということ
について、まず触れておきたい。聞き取りから判明したのは、 1）阮族と 2）阮文族の 2族は最も早期
にバオヴィンに移住し、十二尊族の団結の中核となった有力氏族であったため、他の12族よりも格上の
扱いを受けている、ということであった。そのため、十二尊族の正式名称は「阮氏十二尊族」といい、
これは「 1）阮族と 2）阮文族および他の12族」を意味する呼称なのである。
　そして、これも前節においてすでに触れたが、バオヴィンには、十二尊族全体の祠堂である「十二尊
族祠堂」がある。聞き取りでは、この祠堂の成立は19世紀末、阮朝の成泰年間とされている。これは、
先述の 6）鄧族の所有する、成泰八年（1897）に書かれた③「阮族拾弐尊族祠堂土地売買文書」が根拠
となっていると考えられる。
　聞き取りによれば、この祠堂が建てられるまで、十二尊族の各族は、自らの祠堂を持っていなかった。
そのため、 1）阮族と 2）阮文族とが中心となって共有の祠堂を建設し、自分たち独自の祭祀を行う場
所としたという。その背景には、後述するように、移住した当初、開耕三族からバオヴィンの正式なメ
ンバーとして認められていなかった彼らは、亭での祭祀にも参加が認められていなかったため、互いに
結束して開耕三族に対抗する必要があった、という事情が存在した。そして、その団結の中核となるの
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が、この十二尊族祠堂だったのである。
　祠堂中央の祭壇奥には、十二尊族を構成する一族の名を記した位牌が置かれ、祭壇に向かって以下の
順に配列される。
魏・杜・阮・阮・鄧・陳・阮・阮・武・陳・黎・阮・潘・丁
　これは、中央の二つの阮（中央左が 1）阮族、中央右が 2）阮文族）の左右に、他の12族を交互に並
べたものである。この配列順は、おそらく各族がバオヴィンに到来した順序を示しているものと考えら
れる。
　 6）鄧族の所有する②「阮族拾弐尊族祠堂告文」によれば、第 1世代には、「顕高始祖公阮文寿之霊」
と「顕高始祖公阮文熱之霊」とあり、前者はおそらく 1）阮族の始祖（家譜で確認できないため不明）、
そして後者は、2）阮文族の家譜に記載のある始祖の名である。やはり両者が特別な地位にあることが、
ここからもわかる。
　そして、第 2世代には、a）顕高祖考公阮受之霊、b）顕高祖考公武文依之霊、c）陳文語之霊、d）陳
有厚之霊、e）阮文忿之霊、f）阮文亥之霊、g）阮文有之霊、以上 7名が列挙される。このうち、b）武
文依が、 3）武族の家譜によれば第 2世代にその名があり、彼がバオヴィンにおける開祖であるとわか
る。そして、c）陳文語と d）陳有厚であるが、彼らが 4）陳族と 5）陳族それぞれのバオヴィンにおけ
る開祖であろう（いずれがいずれであるかは、家譜で確認できないため不明）。f）阮文亥は 2）阮文族
の第 2世代である。残る a）e）g）については不明であるが、 8） 9）10）いずれかの阮族の始祖にあた
る可能性が高い。なお、3）武族と、もう一つの阮族（いずれかは不明）の開祖に、「顕高祖考公」が付
されているのは、この両者が 1）阮族、2）阮文族に準ずる地位にあることを示すためとも考えられる。
　続く第 3世代は39名の名前が並び、この中に 6）鄧族、 7）黎族、11）潘族、13）丁族の人々が出現
する。そして、残る12）杜族、14）魏族の人々が登場するのが、第 4世代である。
　以上に基づけば、十二尊族が全て出そろうまでに、4世代、およそ80年から100年ほどの時間を要した
ことになる。そして、その時期は19世紀末頃ということになろう。また、先に述べたように、祠堂の成
立が成泰年間であるとするならば、十二尊族というカテゴリー形成されたのは、やはり19世紀末、およ
そ100年と少し前の時期ということになる。
図23.「阮族拾弐尊族祠堂配置図」
バオヴィン集落の族形成（井上）
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　 2）阮文族のNguyễn Văn TứさんとNguyễn Văn Đăngさんのお話では、十二尊族の成立した時期は、
彼らの祖父の世代（第 4世代）の頃、1884年のフランス植民地時代開始後であったという。家譜や聞き
取りで確認したところ、十二尊族の各族の世代数は、おおよそ 6世代から 8世代ほどであり、200年以上
は遡れないものがほとんどであった。しかも、必ずしも第 1世代がバオヴィンへの移住者、というわけ
ではない。また、1885年の、フランス軍の侵攻に伴うフエの破壊と、それに伴うバオヴィン商業区の荒
廃が、十二尊族の移住と結束を促した要因として挙げることができるかもしれない。いずれにせよ、十
二尊族の成立は、さほど古い時代のことではない、ということは言えそうである。
2 ）冬至の日の祭祀について
　この祠堂では、現在に至るまで、冬至の日に十二尊族による定例の祭祀が行われている。
　祭りの約 1 週間前になると、十二尊族のメンバーが集まって、祭祀の運営のための役割分担を行う。
1）阮族の先代の族長であったNguyễn Cônさんが亡くなってからは、祭祀の主宰は現在の族長である
Nguyễn Hàさんだが、地元の事情にはあまり詳しくなく、また周囲からの微妙な感情もあるため、実際
の管理運営は、「長班」を務める 6）鄧族のĐặng Huỳnh Tâmさんが中心となって、「秘書」を務める 2）
阮文族のNguyễn Văn Đăngさんと 3）武族のVỏ Văn Xuȃnさん、「副班」を務める 3）武族のVỏ Hôńg
さんと 7）黎族の Lê Dânさんらとともに執り行う。これら運営に携わるメンバーは、数年ごとに持ち
回りで分担を変えつつ行うことになっているという。
　祭祀の運営資金は、十二尊族の各族が、毎年70,000 Đずつ拠出して調達。現在は 7族が平等にこれを
拠出しており、これとは別に個人献金をする場合もある。
　当日には、村の有力者も招待して祭祀を行うが、儀式への参加は十二尊族のメンバーのみが許される。
3 人の演奏家を雇って、太鼓・笛・二胡により雅楽を演奏し、祭壇に料理や酒を供えて順次礼拝する。
その際、その年に新たに亡くなった十二尊族のメンバーの名前が、告文に記入されて読み上げられる。
図24.十二尊族祠堂に集った十二尊族の長老たち
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これは、かつては漢字で書かれたが、現在はヴェトナム語で表記されている。その写しが、 6）鄧族の
所有する②「阮族拾弐尊族祠堂告文」である。かつて、この役割は、先代のNguyễn Cônさんの時には
1）阮族の族長が行っていたが、Nguyễn Hàさんになってからは、 6）鄧族のĐặng Huỳnh Tâmさんが
記録を担当している。これは、彼らが祠堂も家譜も持っていなかった時代の名残であろう。
　最近は、十二尊族の数も減り、祭礼に参加する若い世代はお酒とカラオケが目当てで、年配の人々は
これを快く思わず、足が遠のいている人もいるという。今後のバオヴィンの社会構造の変化によって、
祭祀の在り方は変化を遂げていくことになるかもしれない。
3 ）開耕三族と十二尊族との対立について
　先にも触れたように、十二尊族は移住当初に、開耕三族から「村八分」の扱いを受けていたという。
そのため十二尊族は結束し、村内での地位を高めるべく彼らに対抗した。
　以下、十二尊族の人々から聞き取った情報を紹介する。
10）阮族Nguyen Hoànhさんのお話
　バオヴィンへ移住した当初、十二尊族は新来者として開耕三族から差別を受けた。バオヴィンの亭に
おける行事を手伝いに行ったのに、悪口を言われたりして、様々な苦労を重ねた。
　フランス植民地時代に入り、徴兵が始まったが、海外での戦争に長期間従軍したら、生きて帰ってこ
られる保証はないため、開耕三族はなかなか応じようとしなかった。そこで彼らは、十二尊族の人々に
対して取引を持ちかけ、自分たちに代わって進んで徴兵に志願し、無事に戻ってきたら、村の正式メン
バーとして迎え入れてやると約束をした。そこで、阮族の第 5世代の人々はそれに応じ、長期の従軍を
終えて無事帰還して、バオヴィンの正式なメンバーとなることができた。
　徴兵された兵士は、足に靴を履く前に、布地を巻いてゲートルにした。ゲートルの色には青と赤の二
種類があって、阮朝の部隊に編入された者は青（Lińh Khố Xanh）を、フランス軍の部隊に編入された
者は赤（Lińh Khố Đỏ）を、それぞれ履いて目印とした。Nguyễn Hoànhさんの曾祖父（第 5世代）は青
グループに編入され、彼の手柄によってバオヴィンの正式メンバーになることができた。ちなみに父は
赤グループに編入された。
　徴兵制度には、地域により供出人数の割り当てが決まっていた。とりわけ青グループに編入されると
より苦労が多く、危険が伴ったため、バオヴィンの船着き場から兵隊に取られた人たちが船に乗り込む
際には、家族たちと涙ながらの別れをしたものだった。
　移住当初、正式メンバーと認められなかった十二尊族のメンバーは、土地を配分してもらえなかった。
従軍から帰還後にようやく土地の配分を受けたが、それでも開耕三族の半分の面積しか受け取ることが
できず、人々はそれに不満であった。
　そこで十二尊族の人々は、教育に力を入れて高い学歴を得、村長や徴税役などの職に就く者が多く出
た。そうすることによって、開耕三族と同等の権利を獲得することに成功したのである。
バオヴィン集落の族形成（井上）
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2 ）阮文族のNguyen Văn Tú さ̓んとNguyen Văn Đăngさんのお話
　Nguyễn Hoànhさんの話は本当にあったことである。開耕三族は、新参者である十二尊族を従軍させ、
自分たちは戦争に行かずに、土地を余計に得ようとしていた。
　阮文族は、1914年の第一次世界大戦のときに徴兵されて、ヨーロッパ戦線に投入された。戦後、生き
残った人々は、フランス政庁に直接交渉して、バオヴィンでの土地の所有権を認めること、開耕三族の
現在の所有地を平等に配分しなおすこと、などを要求して、それが認められた。十二尊族が土地の配分
を受けられるようになったのは、そのためである。
　阮文族の第二支からは、第二次世界大戦のときに軍隊で出世して、将軍の地位に昇りつめた人物がい
る。彼の名はNguyễn Văn Lượng将軍といい、祖父の世代に当たる（この人物については先述）。彼の帰
郷後、バオヴィン村内における十二尊族と開耕三族の立場は、完全に逆転した。彼の子孫は、現在フエ
市内に住んでいる（Nguyễn Văn Tuấnさん）。
1 ）阮族のNguyen Hàさんのお話
　現在、十二尊族祠堂の敷地を一部占拠しているĐặng氏が、土地全部を入手しようとして、十二尊族
の香炉と位牌を、バオヴィンの亭に移そうとしたことがあった。開耕三族はこれを拒否、余所者との区
分は厳密であった。それにもかかわらず、Đặng氏は勝手に位牌と香炉をバオヴィンの亭に置いて帰って
しまった。その後、香炉が壊されたり位牌が粗末にされたりしたため、結局はもとの十二尊族祠堂に戻
されることになった。
　そのような開耕三族に対して、十二尊族が対等の地位を獲得するにいたったのは、純粋に自分たちの
村内における結束と努力の結果なのであって、徴兵にまつわる取引などをしたという事実はない。自分
は十二尊族全体の族長なのだから、自分の言うことが正しい。
　開耕三族は、農業のみに携わっていたため貧しく、范族・呉族・黎族は、彼らが主張するような立派
な氏族なのかどうか疑わしい。バオヴィンで困窮したために、新たな開拓地を求めてバオヴィン下村に
図25.バオヴィンの開耕廟
周縁の文化交渉学シリーズ 7　フエ地域の歴史と文化
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移っていった者もいる、と聞いている。
4 ) 小結
　以上まとめると、19世紀末以降のバオヴィンにおける、開耕三族と十二尊族が織りなしてきた歴史は、
以下のようにまとめられよう。
1）十二尊族の成立は、フランス植民地時代が始まったころである可能性が高い。
2）移住当初はバオヴィンの正式メンバーとして認められず、土地の配分を受けられなかった。
3 ）海外の戦争（植民地期・WWI・WWII）への従軍を経てメンバー入りを果たし、土地を入手し
た。
4）教育と学歴を武器に、現在に至るまでの過程において、社会的・経済的地位を逆転させていっ
た。
　一方、 2）阮文族のように、代々文武官を輩出し、公田の支給を受けてしかるべき一族が存在してい
ることや、十二尊族の中からも、里長を務める人物が出ていること、開耕三族からも、植民地兵として
従軍した人物がいたこと、などを考えると、必ずしも彼らが語る通りではなかった可能性も、当然なが
らある。今後、開耕三族の側からの証言も聞き取っていく必要があろう。
5 ．結語
　以上、開耕三族の側から、15世紀から18世紀にかけてのバオヴィンの成立を、そして十二尊族の側か
ら、19世紀以降、現在に至るまでのバオヴィン内部の動向について概観した。
　今回は、調査で判明した事項につき、羅列的な報告を行うにとどまらざるを得なかった。今後の課題
としては、まず家譜資料のさらなる収集と活用が必要であると考える。そして、それらを総合した上で、
例えば、バオヴィンの家譜資料の多くが1950年前後に編纂されていることの意味は何か、その契機とな
図26.バオヴィンの亭
バオヴィン集落の族形成（井上）
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ったのは一体何なのか、そこにはどういう社会的事情が存在したのか、といった問題を考察していかね
ばならないだろう。また、各族間の通婚関係についてのさらなる確認や、バオヴィン内外における一族
の分布状況の検証、聞き取り情報との参照をもっと行っていくことなども、やはり今後の課題である。
　そのためには、これまでに蓄積されてきた先行研究の参照を行う必要が、これも当然ながらあるわけ
だが、残念ながら現在の筆者には、ヴェトナム語の壁を乗り越える力が無いため、各分野の専家からの
ご指導・ご教示を乞う次第である。また、史書や土地文書（地簿）など、他の資料群との参照も必須で
ある。
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